
	


	Apple
		ストア


	Mac


	iPad


	iPhone


	Watch


	AirPods


	TV & Home


	エンターテインメント


	アクセサリ


	サポート





	










	0+











    


	




	
	
		
			

			
				
					
						Final Cut Pro
					
				

				
					
						メニューを開く
					
					
						メニューを閉じる
					
					
							
								概要
							
	
								Motion
							
	
								Compressor
							
	
								関連情報
							
	
								エコシステム
							
	
								ワークフロー
							
	
								仕様
							


					

					
						
							
								
							
						

						
							フリートライアル フリートライアル
						

						
							購入Final Cut Pro
						

					

				

			

		

	
	
	

	
		
			
				
					
						
						iPadのためのFinal Cut Pro、登場。
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					心を動かす物語を、最もパワフルな方法で。

						Final Cut Proを無料で試す


				

				
					
				

				
					
						
							

						

						
							
								オブジェクト・トラッカーとシネマティックモード。
							

						
					

					
						
							

						

						
							
								プロのための比類なきパフォーマンス。
							

						
					

					
						
							

						

						
							
								編集、オーディオ、
モーショングラフィックス、
カラーグレーディング、配信。
							

						
					

					
						
							

						

						
							
								クリエイティビティにさらなる力をもたらす自動HDRワークフロー。
							

						
					

				

			

		
		
			
				
					オブジェクト・トラッカーと
シネマティックモード。

					オブジェクト・トラッカーで創造力を次のレベルへ。Final Cut Proは、パワフルな機械学習を使って顔とオブジェクトを検出し、その動きをタイトルやエフェクトにマッチさせます。iPhoneのシネマティックモードで撮影されたクリップの焦点ポイントや被写界深度を調整することもできます。

				

				
					
						
							創造力と動き続けよう。

						

						
							オブジェクト・トラッカーを使えば、動いている映像にダイナミックテキストや色補正を追加できます。タイトル、グラフィックス、エフェクトをビューアに直接ドラッグすると、パワフルな機械学習が顔や様々なオブジェクトを検出。ワンクリックでApple Neural Engineが被写体のモーションをスピーディーに分析したら、その動きを瞬時にマッチさせることができます。トラッキングデータをほかのテキストやグラフィックスに適用して、あなたの作品を一段と美しく仕上げることもできます。

						

					

					
						
						
							
							
						

					

				

				
					
						
							究極の
シネマティックエフェクト。

						

						
							Final Cut Proでは、iPhoneのシネマティックモードで撮影したビデオのルックを変えることができます1。クリックでトラッキングできる革新的な機能を使えば、シーン内で焦点ポイントを選んで、その位置を徐々に変えられます。インスペクタのスライダでクリップの被写界深度エフェクトを調整したり、キーフレームでビデオのぼかしの強弱を変更することもできます。

						

					

					
						
						
							
							
						

					

				

			

			
		
		
			
				プロのための比類なきパフォーマンス。

				Appleシリコンのために最適化され、パワフルなMetalエンジンが搭載されたFinal Cut Proなら、一段と大きなフレームサイズと一段と高いフレームレートで、一段と多くのエフェクトを使って一段と複雑なプロジェクトを編集できます。何をする時でも圧倒的な速さです。Mac Pro、Mac Studio、MacBook Proの恐るべきパワーを活用できるように設計されているので、次のレベルのパフォーマンスが手に入ります。

				
					
						Appleシリコンのために最適化

						Appleシリコンが搭載されたMacコンピュータで、Final Cut Proは息をのむようなパフォーマンスと効率の良さをもたらします。CPU、GPU、Apple Neural Engineで共有される超高速のユニファイドメモリにより、一段と高解像度のビデオストリームを再生したり、驚異的なスピードで動画のレンダリングを完了できます。

					

					
						
							
						

					

				

				
					
						Mac Studioのために
ここまで高速化

						Mac StudioのM1 MaxチップとM1 Ultraチップのために完全に最適化されたFinal Cut Proは、並外れたパフォーマンスでビデオのポストプロダクションを一変させます。Apple Neural Engineにより、オブジェクトトラッキングのためのビデオ分析や自動クロップなどの複雑なタスクが飛ぶような速さに。M1 Ultraを搭載したモデルは、すさまじいProResパフォーマンスを発揮するので、かつてないほど多くのストリームをフルクオリティで再生できます。クリエイターは8K ProResビデオで作業し、高度な編集、エフェクトの適用、色補正をすべてリアルタイムでこなせるため、レンダリングは不要です。

					

					
						
							最大18ストリームの8K
ProRes 422に対応2

						
						
							最大56ストリームの4K
ProRes 422に対応2

						
						
							最大5.2倍速いProRes
トランスコード3

						
						
							最大5倍速い8Kプロジェクトの
レンダリング4

						
					

				

				
					
				

			

		
		
			
				必要なツールを、
オープニングからエンディングまで。

				直感的に使えるFinal Cut Proは、数々の優れた機能を搭載。ポストプロダクションを加速させ、編集作業でも配信でも、エディターのアイデアのスピードにしっかりついていきます。
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										管理ツール
									
	
										モーショングラフィックス
									
	
										オーディオ
									
	
										配信
									


							

						
					

					
						
							マグネティックタイムラインを使うと、衝突や同期の問題を起こすことなくクリップの移動やトリミングができるので、様々なストーリーのアイデアを簡単に試せます。複合クリップで別々のビデオクリップとオーディオクリップを1つの移動可能なパッケージにまとめたり、オーディションを作成してタイムラインの中で複数のテイクを試したり、同期したクリップでビデオとセカンドソースオーディオを自動的にそろえることもできます。カラーコーディング機能で異なる種類のコンテンツを識別しやすくしたり、編集中にタイムラインのルックをカスタマイズするのも思いのままです。

						

						
							Final Cut Proは、あらゆるプロ向けビデオ編集アプリケーションの中で最も高度な管理ツールを内蔵。クリップ全体またはクリップ範囲に簡単にタグ付けして検索用のメタデータを加えたり、あなたが設定した条件セットに従ってコンテンツを自動的に集めるスマートコレクションを作れます。ブラウザ上では、カスタムカラム表示の作成や保存をしたり、クリップ名、マーカー、メモを使ってメディアを検索できます。プロキシ、最適化済み、見つからないメディアなど、メディアタイプをもとにクリップをすばやく並べ替えるのも簡単です。

						

						
							Final Cut Proの中で2Dタイトルや3Dタイトルを制作したり、フィルタの適用や変更をしたり、内蔵されているクロマキーで高品質なグリーンスクリーンやブルースクリーンのエフェクトを加えることができます。数えきれないほど用意されている他社製のツールとテンプレートで、内蔵エフェクトを拡張することもできます。一段と正確なコントロールが必要な場合は、Motionを使いましょう。Final Cut Proからアクセスできる、目を奪うタイトル、トランジション、ジェネレータ、
エフェクトを作れます。

							Motionについてさらに詳しく

						

						
							Final Cut Proでは、声を分離する内蔵ツール5などを使ってマルチチャンネルオーディオを編集し、背景ノイズを軽減したりレベルを最適化することで音声を聞き取りやすくします。マルチチャンネルオーディオファイルはタイムラインの中で直接調整できます。より多くの情報とオプションを表示したい場合は、インスペクタを開きましょう。オーディオの圧縮やEQなどのためのバンドルされたプラグインも数多くそろっています。Logic Proのようなプロ向けオーディオアプリケーションに送って、高度なオーディオミキシングを行うこともできます。

							Logic Proについてさらに詳しく

						

						
							マルチコアCPUと高性能なGPUのパワーを使って、ビデオをすばやくエンコーディングできます。超高画質のマスターや、iPhone、iPad、Apple TV、およびYouTubeやVimeoなどのウェブサイト用に最適化されたファイルを配信する場合は、プリセットを活用しましょう。さらにバッチ書き出し機能を使えば、複数のファイルやプロジェクトを複数のフォーマットですばやく配信できます。Compressorを使ってカスタム書き出し設定を作成し、Final Cut Pro内に直接表示させることもできます。

							Compressorについてさらに詳しく

						

					

				

			

			
				
					
						
							重複の検出

							プロジェクト内で同じオーディオまたはビデオが何度も使われている場合、タイムラインにそのクリップ範囲をすばやくハイライト表示できます。タイムラインインデックスに、一致したものをすべてリスト表示することもできます。クリップを選ぶと重複がすべて表示され、それらの間をキーボードのショートカットで瞬時に移動できるので便利です。

						

						
							
						

					

					
						
							マルチカム

							業界で最先端のマルチカム編集により、フォーマット、フレームサイズ、フレームレートが異なる最大64アングルのビデオを自動的に同期させることができます。アングルビューアでは、最大16アングルを一度に表示できます。個々のクリップを移動、同期、トリムしたり、エフェクトを追加したり、カラーグレーディングを行うには、アングルエディタのタイムラインを開きましょう。

						

						
							
						

					

					
						
							MotionとCompressor

							Motionなら、Final Cut Proで開いて調整できるスタジオ品質の2Dタイトルと3Dタイトルなど、目の覚めるようなエフェクトや大胆なグラフィックスを制作できます。Compressorを使うと、カスタム書き出し設定を作成して、あなたの映像をiTunes Storeへ効率良く送信することができます。しかも、Final Cut Pro、Motion、Compressorはすべて同じMetalアーキテクチャを採用しているので、どのアプリケーションでもパフォーマンスが圧倒的に速く、レンダリングに一貫性があります。
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								Compressor

								さらに詳しく

							

						

					

				

			

		
		
			
				高度なカラーグレーディング。
すべてのピクセルを、より完璧に。

				カラーホイール、カラーカーブ、ヒュー／サチュレーションカーブを持つ専用のカラーインスペクタなど、Final Cut Proには数々のプロ向けカラーグレーディングツールが内蔵されています。徐々に補正を調整する場合はキーフレームを使いましょう。カメラとクリエイティブのルックアップテーブル（LUT）を適用して、完璧なルックに仕上げることもできます。カラーグレーディングツールとスコープはすべて、ハイダイナミックレンジ（HDR）ビデオに対応しています。

			

			
				
					
						
							
							
								
								
							

						

					

					
						
							
							
								
								
							

						

					

					
						
							
							
								
								
							

						

					

				

				
					
						
							
									
										カラーホイール
									
	
										カラーカーブ
									
	
										ヒュー／サチュレーションカーブ
									


							

						
					

					
						
							ヒュー、サチュレーション、ブライトネスを一つのシンプルなインターフェイスにまとめた
独自のカラーホイールが、従来のコントロールをより使いやすいものにします。

						

						
							カラーカーブとルミナンスカーブを使えば、極めて微細なレベルで調整を行えます。複数の
コントロールポイントを操作して、特定のカラーとブライトネスの範囲に的を絞ることができます。

						

						
							スポイトを使って色をサンプリングし、映像内の特定の色のヒュー、サチュレーション、
またはルミナンスだけを変更できます。

						

					

				

			

			
				
					
						ハイダイナミックレンジ

					

					
						HDRビデオで、これまで以上に現実に近い世界を作り出してみませんか。Final Cut Proなら、驚くほどリアルな映像の読み込み、編集、グレーディング、配信ができます。業界標準のムービーカメラで撮影するか、最新のiPhoneモデルを使って目を奪うドルビービジョンで撮影しましょう。高解像度のスコープは、編集と同時にHDRのブライトネスレベルを反映します。さらに、自動カラー適合機能が新登場。ビデオ、静止画像、ジェネレータ、Motionタイトルを瞬時にトーンマッピングして、SDRからHDR、またはHDRからSDRに変換できます。

					

				

			

			
				
					
						
						
							
								
									
									
								
							

							
								
							

						

					

				

				
					HDR効果をシミュレーションしたイメージ。
				

			

			
				
					
						HDRをApple製ディスプレイで

						業界トップクラスのLiquid Retina XDRディスプレイは、Final Cut ProでのHDR編集、グレーディング、配信に最適です。1,000ニトの持続輝度と1,600ニトのピーク輝度、驚異的なコントラスト、鮮明な色彩をもたらします。Pro Display XDRをMacに接続して、フル解像度で6K HDRビデオの再生や仕上げを行うこともできます。

					

					
						
					

				

			

		
		
			
				

			

			
				
					
					ProRes RAW。ProResの性能に
RAWの柔軟性を。
					

					カメラセンサーから直接出力されたRAWデータを使い、速さやなめらかさを損なうことなく、未処理のオリジナル映像の読み込み、編集、グレーディングができます。例えばAtomos製レコーダーやDJI製Inspire 2ドローンで作成したネイティブProRes RAWファイルで作業すれば、RAWの様々なクリエイティブ面でのメリットと、ProResのリアルタイムパフォーマンスの両方が手に入ります。

				

				
					
				
				
					
						ProResの性能

						ProRes RAWパッケージでは、驚くほどスムーズな再生と、リアルタイムのマルチストリーム編集ができるだけではありません。macOSと最新のMacコンピュータのためにフォーマットが最適化されているので、ほかのRAWフォーマットを使用するよりもスピーディーにレンダリングと書き出しができます。しかも、Mac StudioまたはMacBook Proなら、M1 Ultra、M2 Pro、M2 MaxチップがProRes RAWのパフォーマンスを一段と高速化。ProRes RAWファイルは標準のフォーマットよりも小さいため、一つひとつのカードに一段と多くの映像を収めることができます。

						Apple ProRes RAWに関するホワイトペーパーを見る（英語PDF）
					

					
						
							RAWの柔軟性

							カメラセンサーから直接出力された未処理の映像データを使って作業できます。RAWファイルは最高レベルの柔軟性があり、ブライトネスやシャドウを強めながらビデオのルックを調整できるので、HDRのワークフローに理想的です。Final Cut Proの新しいProRes RAW設定ウインドウでは、対応するデバイスで撮ったクリップのISO、色温度、露出オフセットを一段と自由に調整できます。さらに、新しいProRes RAWプラグインアーキテクチャにより、カメラメーカー各社が独自の色処理を有効化できるようになりました。

								
									ProRes RAWのパートナーについてさらに詳しく
								
	
									Atomos製のProRes RAW対応レコーダーについて
さらに詳しく（英語）
								


						

					

				

			

		
		
			
				

			

			
				
					360°ビデオ。あなたの作品を、あらゆる方向に進化させます。

					Final Cut Proには、モノスコピックとステレオスコピック両方の360°ビデオの
読み込み、編集、配信のための完全なツールセットが用意されています。

				

				
					
						
					

				

				
					
						
							360°の編集

							Final Cut Proは、360°のエクイレクタングラー形式の映像素材の読み込みと編集に対応。360°ビューアを開くと、映像素材のヘッドセットビューが表示されます。方向の変更、傾きの補正、カメラリグの除去など、様々なことができるシンプルなツールも用意されています。

						

						
							
						

					

					
						
							360°のグラフィックスとエフェクト

							360°ビデオに2Dや3Dのタイトルを加えて、ブラーやグローなどの360°エフェクトを適用する。Motionで一段と高度な360°モーショングラフィックスを制作して、Final Cut Proプロジェクトに直接追加する。そのすべてが簡単です。タイニープラネットエフェクトで球状のルックとアニメーションを作ることで、360°ビデオを標準的なプロジェクトに追加することもできます。

						

						
							
						

					

				

			

		
		
			
				

			

			
				
					クローズドキャプション。誰もが楽しめるように。

					Final Cut Proには、様々なフォーマットのクローズドキャプションのための直感的なツールが幅広くそろっています。高価な他社製のソフトウェアやサービスは必要ありません。Final Cut Proの中でキャプションを制作、表示、編集して、ビデオの一部または個別のファイルとして配信することができます。

				

				
					
						
							
								
								
									
									
								

							

						

						
							
								
								
									
									
								

							

						

						
							
								
								
									
									
								

							

						

						
							
								
								
									
									
								

							

						

					

					
						
							
								
										
											読み込み
										
	
											制作
										
	
											編集
										
	
											配信
										


								

							
						

						
							
								既存のキャプションファイルをプロジェクトに追加すると、Final Cut Proがそれぞれのキャプションを、対応するビデオクリップやオーディオクリップにタイムライン上で自動的に接続します。

							

							
								キャプションは複数の言語とフォーマットで一からタイプ入力でき、作ったテキストはビューアの中で直接リアルタイムで再生されます。ワークフロー機能拡張で他社のサービスを使って、クリップの内容を自動で文字に起こしたり、キャプションに変換することもできます。

							

							
								タイムライン上で接続されたオーディオクリップやビデオクリップにキャプションを固定すると、編集と同期させながら動かすことができます。キャプションインスペクタでテキスト、色、場所、タイミングを調整するのも簡単です。進化したタイムラインインデックスは、すばやくキャプションを検索して選んだり、キャプションロールを使って異なるバージョンを瞬時に切り替えられるようにします。

							

							
								キャプションの書き出しは、業界標準のCEA-608、iTT、SRTフォーマットで。ビデオにキャプションを直接焼き込むこともできます。配信する時には、ビデオファイル内にキャプションのメタデータを埋め込むか、サイドカーファイルを個別に作成するかを選べます。キャプションが付いたビデオをYouTubeやVimeoのために書き出すのも簡単。プロジェクトをCompressorに送信し、バッチやiTunes Storeパッケージにキャプションを含めることもできます。

							

						

					

				

			

		
		
			
				iPadのためのFinal Cut Proと
プロジェクトを共有できます。

				iPadからプロジェクトをシームレスに読み込み、MacのためのFinal Cut Proで一段とパワフルに編集しましょう。M3 Pro、M3 Max、またはM2 Ultraチップを搭載したMacは、比類なきパフォーマンスを発揮。より高解像度のビデオストリームを再生できます。オブジェクト・トラッカーや充実した色補正ツールを使えば、プロジェクトのルックが一段と優れたものに。そのほかの先進機能にアクセスしたり、他社製プラグインや様々なプロ向けアプリと組み合わせて仕上げることもできます。

				さらに詳しく

				
					
				

			

		
		
			
				
					Final Cut Proの能力と可能性をさらに広げよう。

					Final Cut Proには、他社製アプリの幅広いエコシステムが用意されています。だから、あなたが編集に取りかかる時に、クラス最高のメディアアセット管理、レビューと承認、エフェクト、グラフィックテンプレート、ほかにも様々な機能が山ほど指先にそろいます。

				

				
					
						
							他社製のアプリ。
トップレベルの統合。

							Final Cut Proの中でアクセスできるパワフルな他社製アプリケーションで、ワークフローの機能を拡張しましょう。ShutterstockやAPM Musicといったサービスで、編集のために写真、ビデオ、音楽のストック素材をブラウズして選択する。Frame.ioで、レビューと承認を簡単に済ませる。Font Auditionで、数百のテキストスタイルを一度にブラウズしてプレビューする。そのすべてが思いのままです。編集の手を止める必要はありません。

							ワークフロー機能拡張についてさらに詳しく
						

						
							
						

					

					
						
							目を奪うビジュアルエフェクト。

							ドラッグ&ドロップでシンプルに使えるエフェクトで、目を見張るようなビジュアルを作成しましょう。Boris FX Continuum FCP 2021の画期的なライティングフィルタで、プロジェクトを一段と魅力的に仕上げる。Yanobox Nodesで、美しく抽象的なパーティクルの世界を生み出す。Pixel Film StudiosのProAnimationで、動くロゴをキーフレーミングなしで簡単に作る。FxFactoryアプリで、充実したプラグインのエコシステムをブラウズすることもできます。

							他社製のエフェクトについてさらに詳しく
						

						
							
						

					

					
						
							美しくカスタマイズできるテンプレート。

							追加のソフトウェアを使わなくても、プロがデザインしたモーショングラフィックスをカスタマイズしてプロジェクトに追加できます。タイムラインの中で、色、フォント、アニメーションスタイルを調整して、変更をすばやくチェックする。MotionVFXのmInfographicsで、データを美しいビジュアルに変える。LenoFXのInstagram Storiesプラグインでソーシャルメディアブランディングを簡単に加える。Motionで、自分だけのカスタムグラフィックスを制作して創造力を次のレベルに引き上げることもできます。

							他社製のテンプレートについてさらに詳しく
						

						
							
						

					

					
						
							プロビデオトレーニングと認定プログラム。

							Future Media ConceptsとAppleが共同開発。編集の基礎から高度な色補正まで全面的にカバーするプロビデオトレーニングと認定プログラムは、ソーシャルメディアクリエーター、映画やテレビの編集者、ポストプロダクションのエキスパートなど、幅広いユーザーが対象です。認定を取得するとFinal Cut Proを使いこなす能力を証明でき、変化し続ける業界での競争力も身につきます。

							プロビデオトレーニングと認定プログラムについてさらに詳しく（英語）
						

						
							
						

					

				

			

		
		
			
				
					
						iPadのために生まれ変わったFinal Cut Pro。

						iPadのためのFinal Cut Proを使えば、iPad上でプロ仕様のビデオを撮影したり、編集したり、仕上げたり、配信することができます。どこにいてもVlog、SNSコンテンツ、MV、ショートビデオなどを作れるように。必要なものがすべて用意されています。

						さらに詳しく
					

					
						
					

				

			

		
		
			
				
					
						
							5つの驚異的なアプリケーションが、
1つのパワフルなコレクションに。

							
								条件を満たす学生のみなさんや教職員の方々などは、5つのプロ向けアプリケーションを全部まとめて特別な価格で購入できます。映像制作のためのFinal Cut Pro、Motion、Compressorと音楽制作のためのLogic Pro、MainStageがすべて手に入るので、クリエイティビティをどこまでも広げていけるでしょう。

								今すぐ購入

							

								
									
								
	
									
								
	
									
								
	
									
								
	
									
								


						

					

				

			

		
	
	
	
		
			Apple Footer

			
					iPhone 13以降が必要です。iOS 15を搭載したデバイスで撮影したシネマティックモードのビデオを編集するには、macOS Monterey以降が必要です。iOS 16以降を搭載したデバイスで撮影したシネマティックモードのビデオを編集するには、macOS Ventura以降が必要です。
	128GBのRAMと8TBのSSDを装備した20コアCPU、64コアGPUのApple M1 Ultra搭載Mac Studio試作モデルを使用し、2022年2月にAppleが実施したテスト結果によります。リリース前のFinal Cut Pro 10.6.2のテストでは、Apple ProRes 422ビデオのストリーム18本を含む1分のピクチャ・イン・ピクチャプロジェクト（8,192x4,320解像度、毎秒30フレーム）と、Apple ProRes 422ビデオのストリーム56本を含む1分のピクチャ・イン・ピクチャプロジェクト（3,840x2,160解像度、毎秒29.97フレーム）を使用。パフォーマンステストは特定のコンピュータシステムを使って実施したもので、Mac Studioのおおよその性能を示しています。
	128GBのRAMと8TBのSSDを装備した20コアCPU、64コアGPUのApple M1 Ultra搭載Mac Studio試作モデルと、Radeon Pro 5700 XTグラフィックス（16GB GDDR6搭載）、128GBのRAM、8TBのSSDを装備した3.6GHz 10コアIntel Core i9搭載27インチiMac量産モデルを使用し、2022年2月にAppleが実施したテスト結果によります。リリース前のFinal Cut Pro 10.6.2のテストでは、Apple ProRes 422にトランスコードした4KのApple ProRes 4444メディアを含む5分のプロジェクト（3,840x2,160解像度、毎秒23.98フレーム）を使用。パフォーマンステストは特定のコンピュータシステムを使って実施したもので、Mac StudioとiMacのおおよその性能を示しています。
	128GBのRAMと8TBのSSDを装備した20コアCPU、64コアGPUのApple M1 Ultra搭載Mac Studio試作モデルと、Radeon Pro 5700 XTグラフィックス（16GB GDDR6搭載）、128GBのRAM、8TBのSSDを装備した3.6GHz 10コアIntel Core i9搭載27インチiMac量産モデルを使用し、2022年2月にAppleが実施したテスト結果によります。8KのProRes 422メディアを含む複雑な5分のプロジェクトを使用し、リリース前のFinal Cut Pro 10.6.2でテストを実施。パフォーマンステストは特定のコンピュータシステムを使って実施したもので、Mac StudioとiMacのおおよその性能を示しています。
	macOS Monterey 12.3以降が必要です。


					MotionテンプレートはmotionVFX.comから入手できます。
	
						iPhoneの商標は、アイホン株式会社のライセンスにもとづき使用されています。
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			そのほかの購入方法：お近くのApple Store、またはApple製品取扱店で製品を購入することもできます。電話による購入、ご相談は0120-993-993まで。English Sales Line at 0120-99-4477.
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